
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ３ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 上 尾 特 別 支 援 学 校 ） 

 

目 指 す 学 校 像 キャリア教育を推進し、豊かに生きる力を育てる学校       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 個に応じた授業づくりとキャリア教育の視点を生かした教育課程の編成・実施による質の高

い学校教育の充実 

２ 地域との連携とセンター的機能の充実 

３ 安心安全な学校づくりの推進（危機管理、不祥事防止と教職員の働き方） 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 学校関係者     名 

    生徒        名 

    事務局(教職員)   名 
 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

  ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

  ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日  現 在 ）  実施日 令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】研修会や研究協議を通して
「主体的・対話的で深い学び」の視
点を活かした授業実践について認識
が深まった。 
【課題】「主体的・対話的で深い学
び」の視点を活かしたわかりやすい
授業について効果的な実践を実施
し、本校の実績として積み上げる必
要がある。 

わかりやすい授業を実践
するための指導・支援方
法を整理し、授業実践を
行う。 

①わかりやすい授業を実践する
ための指導・支援方法（環境設
定、ICT の活用、実態把握）に
ついて研修会を６回行い、報告
会を通して成果を共有する。
（３月）＜研究部＞ 
②研修を通して、授業チェック
リスト等の共通ツールを作成
し、活用する。（１月）＜研究
部＞ 

①わかりやすい授業を実践す
るための指導・支援方法につ
いて整理し、報告会を通して
成果を共有することができた
か。 
 
②研修を通して、授業チェッ
クリスト等の共通ツールを作
成し、活用することができた
か。 

     

【現状】自閉症等の障害理解が深ま
り、一人一人の教育的ニーズに合わ
せた支援など専門性の向上が見られ
る。 
【課題】自閉症等の障害理解をより
一層深めるとともに、適切なアセス
メントを実施し、個に応じた環境を
設定することで教育活動の充実を図
る必要がある。 

自閉症等の障害理解を深
め、個に応じた指導・支
援の実践を行う。 

①特別非常勤講師と共に児童生
徒の実態を見立て、個に応じた
具体的な指導支援を実践する。 
（5 月～）＜校内支援委員会＞
②全校研修会等を通して、成果
と課題を教職員全体で共有し、
指導・支援方法を改善する。
（2月）＜研究部＞ 

①特別非常勤講師と共に児童
生徒の見立てと個に応じた指
導支援を実践することができ
たか。 
 
②成果と課題を教職員全体で
共有できたか。 

  

２ 

【現状】新型コロナウイルス感染症
拡大防止の観点から、オンラインで
の交流等新たな方法で教育活動を実
施している。 
【課題】オンライン活用の幅を広げ
るとともに、交流および共同学習の
内容について交流校との連携を深
め、さらに充実させる必要がある。 

地域とのつながりや地域
での活動等を大切にした
教育活動を実施する。 

①交流校との連携を十分に図
り、交流及び共同学習を行う。
（小３回、中１回、高１回実施予
定）＜学部＞ 
②地域で継続的に活動できる機
会と活動場所を充実する。 
（通年）＜進路指導部・高等部
＞ 
③大学等と連携し、外国人ボラ
ンティアを受け入れる(12 月) 
＜中学部＞ 

①交流及び共同学習を実施
し、児童生徒の意識や行動に
変容が見られたか。 
②事業所見学等、地域の理解
を得て活動する機会を実施
し、児童生徒の意識や行動に
変容が見られたか。 
③大学等と連携し他国の文化
に触れる授業が実践できた
か。 

     

【現状】感染症対策の徹底が必要な
ため、巡回相談の回数は減少傾向だ
が実効性の高い支援方法について発
信することができている。また、校
内でのケース会の必要性も高い。 
【課題】外部機関との連携及び校内
外の支援をより進める必要がある。 

校内外支援体制を充実す
る。 

①巡回相談やケース会等の実施
と校内外支援の情報共有並びに
個々の課題への対応を行う。
（通年）＜支援部・校内支援委
員会＞ 

①近隣諸学校並びに校内にお
いて、適切な支援と情報を共
有し、個々の課題が改善・解
決されたか。 

  

３ 

【現状】ヒヤリハット報告書を活用
した情報共有が定着してきた。また
防災管理部を中心に危機管理マニュ
アルの改訂を進めた。 
【課題】改訂した危機管理マニュア
ルを適切に活用し、学校の安全性を
さらに高めていく必要がある。 

災害等における危機管理
意識を高め、緊急時には
組織で対応する。 

①新型コロナウイルス感染症対
策を徹底する。 
＜企画委員会・保健部＞ 
②危機管理マニュアルに基づい
た研修を実施する。 
（通年）＜防災管理部、指導
部、保健部、情報教育部＞ 

①県のガイドライン等を基に
本校の実態に合わせた感染症
対策が徹底できたか。 
②マニュアルを活用した研修
を実施し、周知徹底を図ると
ともに、組織的な対応ができ
たか。 

     

【現状】研修会等を通して不祥事防
止の意識づけはできている。ふれあ
いデーの定時退勤を推奨するための
取組を行っている。 
【課題】教職員の働き方を改革する
ことで児童生徒に対して効果的な教
育活動を行う必要がある。また、不
祥事防止を引き続き徹底する必要が
ある。 

働き方改革の意識を醸成
することで、業務を改善
する。また不祥事防止の
意識をさらに高める。 

①学校閉庁日の設定(8 月)、ふ
れあいデーの推奨や会議の効率
化等を行う。＜企画委員会・衛
生委員会・分掌・学部＞ 
②不祥事防止研修会を行うとと
もに日頃からの注意喚起を行
う。（通年） 
＜企画委員会・衛生委員会＞ 

①教育活動の必要性を踏まえ
たうえで、ふれあいデーの推
奨や会議の効率化等が行うこ
とができたか。 
 
②不祥事防止ができたか。 
 
 

  


